
幼児教育と小学校教育の接続期カリキュラム
コンサルテーション事業についての実践報告



はじめに

令和５年度以前の昭和小学校の幼小接続の状況

だけれど･･･

本当に１年生らしい姿とは・・・



はじめに 研究のゴールとして目指す姿

【子ども】

安心して登校できる

幼児教育での学びや育ちを生かして
学習に取り組める

新しいことに進んでチャレンジできる

自分で考え、行動することが
できる

【教員】

子どもの幼児教育での学びや育ちを
生かして指導できる

学びの援助者として
子どもに関わることができる

合科的・関連的な授業づくりができる

意欲や気付きを
引き出す環境づくりができる

子どもの育ちを見取る
目がある



はじめに

１ 令和５年度の研究のあゆみ
～幼児教育から学んだこと・つながり方の工夫～

２ 令和６年度の挑戦
～スタートカリキュラム・環境の工夫～

３ まとめ

～報告の流れ～



１ 令和５年度の研究のあゆみ

６月２７日 幼保こ小架け橋ミーティング【２２の関係園より２５名】

８月２４日 幼小合同研修会【昭和幼稚園・昭和小学校教職員】

南陵ブロック夏季研修会【中学校ブロック内の幼・小・中の教職員】

１０月６・１０日 幼小交流①「運動会練習を通した交流」【１・２年・昭和幼稚園３・４・５歳児】

１１月２２日 昭和幼稚園公開保育【５歳児】

１１月２４日 楊梅幼稚園・下京雅小学校研究会【昭和幼稚園１名・昭和小学校3名】

11月３０日 幼小交流②「交流遠足」【１年・昭和幼稚園４・５歳児】

１２月１９日 幼小交流③「手作りおもちゃで遊ぼう」【２年・昭和幼稚園４・５歳児】

２月 ２日 入学説明会に向けた事前学習【５年・昭和幼稚園教頭】

２月 ６日 入学説明会・学習体験【５年・R６年度入学予定児童・保護者】

３月 ８日 幼小交流④「給食体験」【５年・昭和幼稚園５歳児】

＜その他＞ 幼小交流に係る事前打ち合わせ・振り返り（適宜）
幼保こ小連携通信「かけはし」の発行・関係園への送付（適宜）



これまでは… これからは…

１ 令和５年度の研究のあゆみ



だんだん…

仲間が増え…

小学生ってたくさんいるねぇ。
みんなとどっちが多いかな？

数量・図形、文字等への関心・感覚

１ 令和５年度の研究のあゆみ

１０月 運動会練習を通した幼稚園との交流

小学生の方がぜったい多いよ！
１００人はいると思うな。



【２年生】
・自分たちの作ったおもちゃで楽しく
遊んでほしい。

・遊び方も教えたい！ 【園児】
・楽しそう！さわってみたい！
・どんな風に遊べるかな？

が
が大切

１ 令和５年度の研究のあゆみ

１２月 幼稚園児と２年生の交流
（生活科「手作りおもちゃで遊ぼう」）



１ 令和５年度の研究のあゆみ

２月 入学説明会（令和６年度入学児童保護者対象）



入学説明会の裏で…

１ 令和５年度の研究のあゆみ

２月



入学説明会に向けて…

取組を見直す

１ 令和５年度の研究のあゆみ

２月



１年生はほとんど自分で『 』

『 』という気持ちがいっぱい

１ 令和５年度の研究のあゆみ



２ 令和６年度の挑戦
～スタートカリキュラム・環境の工夫～

３ まとめ

～報告の流れ～



２ 令和６年度の挑戦
４月10日 入学式【入学児童１２４名】

～４月中～ 仮学級（赤・緑・黄・青組）での生活・午前中授業（週２０コマ）

４月２４日 幼保こ小架け橋ミーティング【２３の関係園より２２名】

5月 ２日 １年生を迎える会【全校児童】

５月 7日 新学級（１・２・３・４組に再編成）・通常時程での生活スタート（週２５コマ）

６月２０日 架け橋プログラムに係る授業公開【市教委主催・２２名参加】

昭和幼稚園公開保育【５歳児 南陵ブロック幼・小・中教職員参加】

７月３１日 校内研究会「接続期カリキュラムの実践報告」【校内の教職員】

８月26日 南陵ブロック夏季研修会【中学校ブロック内の幼・小・中の教職員】

９月１８日 環境構成の工夫に係る研修（昭和幼稚園訪問）【校内研究チーム４名】

１０月１０・１７日 幼小交流①「運動会練習を通した交流」【１・２年・昭和幼稚園３・４・５歳児】

１０月３１日 幼小交流②「交流遠足」【１年・昭和幼稚園４・５歳児】

令和７年１月２３日 昭和幼稚園公開保育【５歳児】

＜その他＞ 幼小交流に係る事前打ち合わせ・振り返り（適宜）
幼保こ小連携通信「かけはし＋」の発行・関係園への送付（適宜）
総合的な学習の時間（５年）における市内関係園との交流（年間）



２ 令和６年度の挑戦

そもそも、１年生はどこで、何につまずいていたのか？

＜主な要因として考えられるもの＞

①時間割にもとづいた集団行動

②新たな人間関係の構築

③生活の中心が「遊び」→「学習」へ



２ 令和６年度の挑戦



8:10頃 登校

8:30～ 朝の会 健康観察・予定の確認

8:45～ １時間目 国語科

トイレ休憩（５分）

9:35～ ２時間目 算数科

10:20～ 中間休み（２０分）

10:40～ ３時間目 音楽科

トイレ休憩（５分）

11:30～ ４時間目 生活科

12:15～ 給食

12:55～ 昼休み（２０分）

掃除・学習タイム

13:35～ ５時間目 国語科

下校準備

14:55 下校

小学校の主なスケジュール

幼児教育施設の主なスケジュール

登園

自由遊び

9:00～ 朝の活動
歌・手遊び

予定の確認など

10:00～ 保育活動
絵画・工作・運
動・歌唱など

11:30～ 昼食

12:30～ 保育活動や自由遊び

13:30～ 降園準備 １日の振り返りなど

14:00頃 降園

２ 令和６年度の挑戦

これまでは…



・入学当初、急激なスケジュールの変化に対応で
きない子、戸惑う子が多い。

・教師が「みんな同じ」にしようとすればするほ
ど、追い立てる指導になりがち。

２ 令和６年度の挑戦

これまでは…



朝の会
おはようタイム

１時間目

２時間目

がっこうたんけん３時間目

４時間目

５時間目 国語科

決まった時間の中で活動 活動に合わせて時間を設定

あんしんタイム【安心を育む時間】
・みんなで歌を歌う（音楽科）
・声を出しながら文字について楽しく学ぶ（国語科）
・教師の読み聞かせを聞く（国語科）
・１日の予定を聞き、見通しをもつ（特別活動）

わくわくタイム【生活科を中心とした合科的・関連的
な学習に取り組む時間】
（例）「がっこうたんけん」（生活科）の中で…
・教材の数を数える（算数科）
・特定の文字をさがす（国語科）

きらきらタイム【 につなげる時間】
・従来通り、１単位時間４５分間で教科学習を行う
・集中と休憩の区別をつけながら学ぶ

２ 令和６年度の挑戦 そこで… ４月の学校行事（参観日・懇談など）は基本的に５月以降に



２ 令和６年度の挑戦



わくわくして登校する一年生を迎える工夫

の中で生まれる や を 大切な時間

わたしもいっしょに
やっていい？

保育園でやったこと
ある！

いいよー

いっしょにな
らべてみよう！

２ 令和６年度の挑戦



あんしんタイム【安心を育む時間】２ 令和６年度の挑戦

https://youtu.be/teHmBnR-qI0


わくわくタイム【生活科を中心とした合科的・関連的な学習に取り組む時間】２ 令和６年度の挑戦



幼保こ小架け橋ミーティング（授業公開）

「がっこうたんけん」２ 令和６年度の挑戦

４月２４日

このお部屋
なんだろう？

地図には、
「ずこうじゅんびしつ」って
書いてあるよ。

今度先生に開けても
らおう。

６年生ってどんなお勉
強しているのかな？

お勉強中だから
静かに見よう。

楽しそうだね。

気付き・考え・行動 する姿

伝え合い・関わり合う 姿



幼保こ小架け橋ミーティング（研究協議）

２ 令和６年度の挑戦

４月２４日

子どもたちがリラックスして楽しみながら、
文字、数などを無理なく学んでいく姿に、

こちらも笑顔になれた



きらきらタイム【自覚的な学びにつなげる時間】２ 令和６年度の挑戦



架け橋プログラムに係る授業公開（市教委主催）

２ 令和６年度の挑戦

6月２0日

「かくことたのしいな」

ひらがなの学習が進んでいるけれど、
なかなか正しい書き順が定着しない
なあ…（児童の実態）

アイデア①
書き順を意識できるように、友達と協力しながら
リレー形式で文字を書かせてみよう!

アイデア②
粘土で文字を作らせれば、重なり方を見ること
で、正しく定着していない子が分かるはず!



昭和幼稚園公開保育（５歳児）

２ 令和６年度の挑戦

6月２0日

保育参観は小学校教員にとって貴重な学びの機会

でも…
「何を」「どう見るのか」

分からない

①幼稚園から事前に公開保育の概要を聞き取り
②「参観の視点」を便りにまとめ、職員に周知
③保育参観の実施
④参観後の振り返り



３ まとめ

～報告の流れ～



取組を通して見えてきたこと３ まとめ

小学校幼児教育施設

なんとなく「交流」しているだけでは

もったいない

子どもの育ちを

（大人の）子どもを見る視点を

生き生きと遊び、学ぶ環境を

カリキュラムを

つなぐ

＜教師の指導観の転換＞
○学びの援助者として関わる
○環境を工夫して育てる
○気付きや意欲を引き出
し、育ちに生かす



３ まとめ 研究のゴールとして目指す姿 に迫れたのか？

【子ども】

安心して登校できる

幼児教育での学びや育ちを生かして
学習に取り組める

新しいことに進んでチャレンジできる

自分で考え、行動することが
できる

→ 失敗やとまどいが寛容に受け止められ、子どもの
安心につながる。幼児教育で培った力が発揮され、
どんどん挑戦する子が育つ。

→ スタートカリキュラムや学校の教育環境の工夫に
より、安心して学校生活を送ることができる。

→「主体的な体験や活動→気付き・思考→自覚的な
学び」の流れを大切にした指導が、学びへの意欲や
自信につながる。



３ まとめ

【教員】

子どもの幼児教育での学びや育ちを
生かして指導できる

学びの援助者として
子どもに関わることができる

合科的・関連的な授業づくりができる

意欲や気付きを
引き出す環境づくりができる

子どもの育ちを見取る
目がある

研究のゴールとして目指す姿 に迫れたのか？

→ 子どもたちが「遊び」や「環境」を通して育ち、学ぶ
ことを実感することが、授業改善につながる。

→ 「学びの援助者」としての立ち居振る舞い・声のか
け方を学ぶことで、子どもへの関わり方が変わる。

→ 合科的・関連的な授業づくりを繰り返すことで、子
どもの目線で単元・授業づくりをする力が身に付く。

→ 「交流」を目的にせず、子ども・教師の学びの場と
する。そのための事前・事後の打合せが学びをさら
に深める。



おわりに

小学校

幼児教育施設

互いをよく知る ＝ 信頼関係
互いに学び合う ＝ リスペクト

子どもの育ち 幼児期の学び方 教師の関わり方 環境構成の工夫

何をつなげるのかを明確に

どんな遊びや学びを
経験してきたか

これから何をどのよ
うに学んでいくか


